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は じ め に
北翔大学に生涯スポーツ学部が開設されて
満２年が経過しようとしている。母体となっ
た生涯学習システム学部健康プランニング学
科在学生が進級を続けた結果，現時点では３
年次学生と４年次学生の２学年を残すのみで
ある。２個月後には４年次学生が第８期の卒
業生として巣立つので，平成２３年度には新
４年次学生の１学年だけとなる。
一方，生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
には新入学者を含めて１年次から３年次学生
までの，合計３学年の学生諸君が揃うことと
なる。そのような状況下で，本年度まで健康
プランニング学科の職員として在籍していた
最後の教員５名も，平成２３年４月１日付にて
生涯学習システム学部から生涯スポーツ学部
スポーツ教育学科へと異動する。従来以上に
生涯スポーツに関する多岐にわたる教育・研
究が推進されるものと思われる。
筆者自身にとっても新年度の後学期からは，
「スポーツ建築史」という講義科目が新たに
開講され，担当することとなる。その授業の
中で導入部となり得る資料を，本稿において
整理しておきたい。当該資料はすべて映像を
有するものばかりである。その意味において
も受講者諸君にとって，取り組みやすい講義
科目となるよう配慮したいと考えている。
本研究の目的
本研究はスポーツ施設のより良いあり方を
模索するため，わが国における諸施設の実態
を把握しようとする一連の研究のごく一部分
である。この研究全体の骨格は，大別すると
２本の主要な柱から構成されると考える。ひ
とつは「現存する各施設の現状」を正確に解
析することである。その現状という事実の中
には，利用実態，施設管理の実情，今日的な
問題点，対応策と将来計画などが含まれる。
この調査研究としては，体育施設運営の面か
らは「マネージメント統計調査」や「利用者
アンケート」，体育施設管理の技術的視点か
らは「メンテナンス実態調査」あるいは「環
境測定」ほかが必要となろう。
そして，もう１点の柱は「歴史的な施設に
関する全体像」を映し出す行為である。かつ
て重要な位置づけを果した施設の実態，各都
市における施設整備の足取り，その時の評価，
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将来にわたって忘れてはならない反省点など
である。本稿は後者の研究行為に含まれる。
本稿で注目したい各種の施設を列挙してお
く。まずスポーツ施設には体育館，国技館，
武道館，武徳殿，矢場，馬場，野球グランド，
サッカー場，テニスコート，ゴルフコース，
登山コース，キャンプ場，プール，海水浴場，
スキー場，スケートリンク，漕艇場、自転車
競技場，オートレース場，競馬場，競艇場ほ
かがあり，場合によっては奉納試合の会場と
なる神社仏閣なども含まれる。また蹴鞠など
古代以来の伝統的な競技を行なう場所は，御
所など歴史的な建造物とその敷地内である。
これらが「鳥瞰図」の画面中に描かれている
ことを全て確認できたわけではないが，大半
は図中で確認することが出来ている。
そして教育施設としては，幼稚園・小学校・
中学校・高等学校・高等専門学校・短期大学・
大学・大学院・特別支援学校・専修学校など
各種の学校，博物館，美術館，動物園，植物
園，水族館，図書館，歴史的散策コースなど
がある。このうち学校には，体育館や運動場
を含む場合が多いので，スポーツ施設との関
連は高い。さらに厚生施設は保育園，病院，
医院，診療所，サナトリウム，宿泊所，別荘
地帯，景観保全地区ほかを挙げることができ
る。この厚生施設においてもハイキングコー
スや自然林など，アウトドアスポーツ，野外
体験，レクリエーション等の視点からスポー
ツ施設との深いつながりが存在する。
なお各種鳥瞰図の中には，いわゆる鳥瞰図
とは別に，図の裏面か表紙部分にスキー場な
どの施設写真を掲載している事例がある。こ
の点にあっても鳥瞰図という研究資料が，ス
ポーツ施設の研究を進めていく際に，有効な
歴史的資料となりうることを示している。
研究の意義
わたくしどもは生涯スポーツおよび生涯学
習さらに人間福祉に携わる大学人として，そ
れら各種施設の望ましいあり方を認識してお
く必要がある。特に本学関係者には，このよ
うな研究課題が重要となろう。スポーツ施設，
教育施設，厚生施設がわが国にあって，どの
ように整備され，いかなる発展をしてきたの
かをきちんと知ることもなしに，よい施設を
生み出していくことが可能であろうか。それ
は難しいことと言わざるを得ない。
上記のような背景と問題意識から鑑みて，
わが国における過去の各種施設の長所と短所
を明らかにすることは，決して小さくない研
究の意義をもつものと考えられる。
鳥瞰図という資料
当研究において基礎資料とする「鳥瞰図」
は，日本近代の大正時代から昭和２０年代前後
まで作成・印刷・発行された絵図類である。
鳥瞰図とは文字通り，鳥たちが空を飛びなが
ら地上を見下ろした視界を，絵師たちの筆に
よって画面に描き出した作品である。
上空から見渡された映像は，特定の宿泊施
設や文化施設であったり都市の一部分である
が，それだけでなく地域全体あるいは日本列
島の全貌が描かれる場合もある。作品制作の
依頼者は旅館，百貨店，鉄道・バス・航路運
行会社，商店街や協同組合，市役所・町役場，
商工会議所，都府県，さらに博覧会の主債者・
団体自身など多岐にわたっていた。
上記のような各人・各組織が著名な鳥瞰図
作家に，作画と文章と鳥瞰図の印刷・製本を
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表－１ 吉田初三郎作品鳥瞰図
鳥瞰図名 描かれた場所（都道府県・市町村） 発行年
日本八景狩勝峠名所圖繪 北海道上川郡新得町 昭和５年
日本八景十和田湖名所圖繪 青森県十和田市 昭和５年
日本八景華巖瀧名所圖繪 栃木県日光市 昭和５年
日本八景上地溪谷名所圖繪 長野県南安曇郡安曇村 昭和５年
日本八景木曽川名所圖繪 愛知県犬山市 昭和５年
日本八景室戸岬名所圖繪 高知県室戸市 昭和５年
日本八景雲仙岳名所圖繪 長崎県雲仙市 昭和５年
日本八景別府温泉名所圖繪 大分県別府市 昭和５年
日本鳥瞰近畿東海大圖繪 近畿～東海地方 大正１６年
日本鳥瞰中国四国大圖繪 中国～四国地方 昭和２年
関東震災全地域鳥瞰圖繪 関東地方 大正１３年
東海鳥瞰大圖繪名古屋から日帰りの旅 東海地方 昭和３年
近畿を中心とせる名勝交通大鳥瞰圖 近畿地方 大正１５年
札幌市鳥瞰圖 北海道札幌市 昭和６年
稚内市觀光鳥瞰圖 北海道稚内市 昭和２５年
網走市観光鳥瞰圖 北海道網走市 昭和２５年
旭川景勝觀光鳥瞰圖 北海道旭川市 昭和１１年
深川町鳥瞰圖 北海道深川市 昭和２８年
釧路國支廰管内鳥瞰圖 北海道釧路市～道東一帯 昭和１１年
小樽市鳥瞰圖 北海道小樽市 昭和１１年
千歳町鳥瞰圖 北海道千歳市 昭和２６年
盛岡市鳥撤圖 岩手県盛岡市 昭和１１年
秋田市鳥瞰圖 秋田県秋田市 昭和９年
宮城縣観光圖 宮城県 昭和９年
福島市及び飯坂温泉名勝鳥瞰圖 福島県福島市 昭和９年
茨城縣鳥瞰圖 茨城県 昭和４年
水戸市鳥瞰圖 茨城県水戸市 昭和３年
桐生市鳥瞰圖 群馬県桐生市 昭和９年
成田山，宗吾靈堂及び鹿島香取健歩圖 千葉県成田市 昭和初め頃
川口市鳥瞰圖 埼玉県川口市 昭和１２年
目黒蒲田東京横濱電鐵沿線案内鳥瞰圖 東京都新宿区～神奈川県横浜市 大正１５年
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小田原急行鉄道沿線名所圖繪 東京都新宿区～神奈川県小田原市 昭和２年
神奈川縣觀光圖繪 神奈川県 昭和９年
横濱市鳥瞰圖 神奈川県横浜市 昭和１０年
湘南電鐵沿線名所圖繪 神奈川県横浜市～横須賀市 昭和５年
箱根名所圖繪 神奈川県足柄下郡箱根町 大正６年
觀光信州 長野県 昭和１０年
善光寺可ら上林温泉仙壽閣へ御案内 長野県長野市と長野県下高井郡山ノ内 昭和４年
新潟市鳥瞰圖 新潟県新潟市 昭和１２年
富山市を中心とせる縣下名勝鳥瞰圖 富山県富山市 昭和７年
金澤市鳥瞰圖 石川県金沢市 昭和５年
天下の絶勝東尋坊三國芦原電鉄圖繪 福井県芦原町と三国町 昭和４年
富士を背景とせる沼津三島 静岡県沼津市と三島市 昭和６年
長岡古奈温泉名所圖繪 静岡県伊豆の国市 大正１１年
愛知縣鳥瞰圖 愛知県 昭和１２年
名古屋市鳥瞰圖 愛知県名古屋市 昭和８年
八勝館御案内 愛知県名古屋市 昭和初め頃
一宮市鳥瞰圖 愛知県一宮市 昭和１２年
日本ライン名所圖繪 愛知縣犬山市 大正１２年
日本ラインを中心とせる名古屋鐵道沿
線名所圖繪
愛知県犬山市 昭和２年
継鹿尾山圖 愛知県犬山市 昭和５年
横須賀町勝景交通鳥瞰圖 愛知県東海市 昭和１１年
常滑町鳥瞰圖 愛知県常滑市 昭和１４年
知多半嶋遊覧交通鳥瞰圖 愛知県知多半島 大正１４年
安城町鳥瞰圖 愛知県安城市 昭和１５年
東天竺山世尊寺境内圖繪 愛知県岡崎市 昭和４年
ながら川の鵜飼 岐阜県岐阜市 昭和初め頃
陶都・多治見を中心とせる名所交通鳥瞰圖 岐阜県多治見市 昭和４年
奇勝古虎渓圖繪 岐阜県多治見市 昭和初め頃
美濃町鳥瞰圖繪 岐阜県美濃市 昭和４年
合同電車沿線案内圖 三重県伊勢市 昭和１０年
朝熊岳を中心とせる伊勢の交通と其大風光 三重県伊勢市 昭和初め頃
関西随一の仙境・伊勢湯の山温泉御案内 三重県三重郡菰野町 昭和初め頃
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琵琶湖名所鳥瞰圖 滋賀県琵琶湖 大正１５年
比叡山名所遊覧交通鳥瞰圖繪 滋賀県大津市・京都府京都市 大正１５年
御大禮記念・大丸を中心とせる京都名
所案内鳥瞰圖
京都府京都市 昭和３年
京都名勝案内圖 京都府京都市 昭和初め頃
鞍馬電鐵沿線名所交通鳥瞰圖 京都府京都市 昭和３年
醍醐山の聖蹟を中心とせる交通圖 京都府京都市 昭和５年頃
醍醐山名所圖繪 京都府京都市 大正９年
洛西名所圖繪 京都府京都市 大正１１年
宇治川沿岸並に石山附近名所交通御案内 京都府宇治市 昭和５年
舞鶴を中心とせる日本海交通鳥瞰圖 京都府舞鶴市 大正１３年
桜井駅停留所鳥瞰圖 大阪府三島郡島本町 昭和１６年
神戸有馬電鐵沿線名所交通圖 兵庫県神戸市周辺 昭和３年
岡山市を中心とする鳥瞰圖 岡山県岡山市 昭和７年
宮島廣島名所交通圖繪 広島県広島市 昭和３年
瀬戸内海國立公園之絶勝鞆町鳥瞰圖 広島県福山市 昭和６年
備後三次町鳥瞰圖 広島県三次市 昭和６年
高知縣を中心とせる名所交通鳥瞰圖 高知県 昭和３年
石崎汽舩航路遊覽名所案内圖繪 愛媛県松山市 昭和２年
博夛名所遊覧圖繪 福岡県福岡市 昭和２年
久留米市鳥瞰圖 福岡県久留米市 昭和１０年
北九州鉄道沿線名所遊覧圖繪 佐賀県唐津市 昭和２年
唐津歴史と傳説 佐賀県唐津市 昭和初め頃
唐津市鳥瞰圖 佐賀県唐津市 昭和８年
靈泉景勝双絶之荘 佐賀県武雄市 昭和初め頃
景勝の長崎 長崎県長崎市 昭和９年
日本八景雲仙嶽 長崎県雲仙市 昭和２年
日本八景雲仙嶽交通圖繪 長崎県雲仙市 昭和２年
日本第一の温泉別府亀の井ホテル御案内 大分県別府市 昭和２年
高千穂名所圖繪 宮崎県西臼杵郡高千穂町 大正１３年
林田温泉鳥瞰圖 鹿児島県鹿児島市 昭和９年頃
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依頼した。そして納品された鳥瞰図が，利用
客や来場者に配られた。鳥瞰図を配布するね
らいは，利用者たちに当該施設の全体像をい
ち早く理解してもらうことであり，その上で
鳥瞰図に描かれた施設や地域をより有効に利
用してもらう点にある。換言すれば顧客サー
ビスとしての有意な情報提供であり，お客様
に便宜をはかることが目的であった。
一義的な利用目的としては以上のようなも
のであるが，それ以外に帰宅する際に持ち帰っ
てもらい，記念品としたり思い出のよすがと
することも意識されたであろう。その結果，
将来の再訪を望みたいという希望も発注者側
にはあった。今日で言うリピーターの獲得で
ある。この目的を達成するため，鳥瞰図は色
鮮やかで美しい絵柄として完成された。
研究の方法
本研究は「大正・昭和初期の鳥瞰図に見る
スポーツ，教育，厚生施設に関する研究」の
１である。このため本稿では当該研究におい
て使用する資料の全体像を整理する作業に専
念する。関係資料の一覧を表で掲げる。その
一覧において示す内容は以下の３項目である。
①鳥瞰図名
②地域・場所
③発行年
①は基本的に鳥瞰図そのものの図中に書き
込まれた文字を尊重する。しかし鳥瞰図に作
品名が記されていない場合には，鳥瞰図の表
紙にあるタイトル・題名とした。
②に関しては，その鳥瞰図に描かれている
主要な町や地域を現在の都市名である市町村
名で記載する。しかし特定の都市の名を掲げ
ることが不適切と思われる鳥瞰図の場合には，
広域の地方名で示した。
③発行年が，鳥瞰図の裏面にも表紙にも明
記されていない資料もある。その場合には総
合的に判断した。鳥瞰図の裏面などに記され
た説明文から判断することも試み，少なくと
も何年よりも後に発行されたかに注目した。
これまでの研究
従来，筆者は都市への問題意識を研究目的
の中心において資料収集と鳥瞰図調査を継続
してきた。したがって都市域からはずれた郊
外・郡部の自然環境・山川湖沼森林海浜など
には大きな関心を示さなかった。しかし鳥瞰
図研究の観点からは，この姿勢に問題点が内
包される。鳥瞰図絵師たちの半数は，自然環
境・風景を描くことにこそ日本画家たる技量
の大半を傾けた。その意味からすれば，自然
豊かな光景という領域こそが鳥瞰図研究の主
軸であってしかるべきである。とくに美術史
的には見逃すべきでない。しかし従来の筆者
は，この点にあまり注目してこなかった。
今回からは，スポーツ施設・教育施設・厚
生施設という，新たな関心事に注目していき
たい。スポーツ施設の中にはスキー場など山
岳や水泳ないしボート競技をする海川など，
大自然の中に立地する各所施設が少なくない。
またハイキングコースやキャンプ場など教育・
厚生施設に関しても同様である。将来の研究
展開が期待される。また旧来は都市図に意識
を集中してきた筆者であるが，遠距離を結ぶ
都市間交通機関である広域鉄道の路線図ほか
にも大きな関心を寄せていきたい。今後は既
存資料のより広範な活用が可能となる。
40 北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要 第２号 ２０１１
図―１ 深川町鳥瞰圖（部分）
図―２ 工都室蘭（部分）
図―３ 景勝の洞爺湖温泉（部分）
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鳥瞰図に見るスポーツ・教育・厚生施設
以下，図および写真を添えながら鳥瞰図中
に描かれた諸施設を具体的に探る。この研究
では現時点で表－１から表－４に掲げる鳥瞰
図を研究の一次資料として進める。本稿では
深川町鳥瞰圖，工都室蘭，景勝の洞爺湖温泉，
花巻温泉圖繪，水戸市鳥瞰圖，軽井澤と附近
鳥瞰圖，高松屋島名所圖繪，唐津市鳥瞰圖，
林田温泉鳥瞰圖の９資料について取り上げる。
「深川町鳥瞰圖」（図―１）は現在すでに
市制を敷いて北海道深川市となった市街地の
旧情を伝えている。「綜合グランド」と「馬
検場」が前面に見える。付近には家畜保健所
がある。また組合病院などの厚生施設も揃っ
ている。同じく授産事業場，公営住宅２例が
見える。第二次世界大戦後の鳥瞰図であるた
め，新制高校が深川等学校という名称で記
載されている。
図―２に示す「工都室蘭」にはグラウンド
（スポーツ施設）と製鋼所病院（厚生施設）
そして成徳小学校（教育施設）がある。同様
に北海道内で室蘭からほど近い洞爺湖一帯を
描いた「景勝の洞爺湖温泉」（図―３）には，
往時から社会的ストックが整備されていた事
実が見てとれる。画面は湖畔に位置する宿泊
施設群を映し出しているが，今日以上の充実
振りを感じるほどである。洞爺湖駅の北面西
側に「ゴルフリンク」，「野球場」，「テニスコー
ト」が並び，湖面を利用して「水泳場」も完
備されている。２００８年７月７日（月）から同
月９日（水）までの３日間に開催された「北
海道洞爺湖サミット」の主会場となったザ・
ウィンザーホテル洞爺が建設された一帯は，
鳥瞰図の当時は「見晴スキー場」である。再
び洞爺湖畔にもどれば，教育施設である小學
校，厚生施設の温泉病院が建つ。さらに湖畔
荘と言う名の建物は，宿泊が可能な厚生施設
であろうか。
「花巻温泉圖繪」からは多くの知見を得る
ことが出来た。図―４には第二スキー場とい
う記載があるけれども花壇のように見えるの
で，その季節は夏季であると思われる。すぐ
左側の傾斜面には「果樹苗圃」とおぼしき表
示がある。この場所も同様に，おそらく冬季
間はスキー場として利用されるのであろうか。
スポーツ施設とは別に社会教育・生涯学習施
設である「動物園」と厚生分野の「別荘地帯」
も整備されている。同鳥瞰図の裏面に「第一
スキー場」（写真―１）が印刷されている。
その写真には，左側手前の人物がスキー板１
組を肩に担いでストック２本を立てている姿
が見える。そして「遊戯場内部」（写真―２）
もある。この写真－２には，
［遊戯場］（建坪二百六十坪）遊戯室，
回轉鏡室、ピンポン室，撞球室（改行）
休憩室あり，（後略）
という説明文も添えられている。
さらに「テニスコート」（写真―３）には，
［テニスコート］温泉場内に二箇の「コー
ト」を設置してあります。
とあり，写真には白いウェアを着た競技者た
ちのダブルスを大勢の観戦者が柵越しに見て
いる様子がわかる。文章の通り，向こう側に
もコートがもう１面見える。
図―５の「水戸市鳥瞰圖」中央に多くの施
設が書き込まれている。本丸に師範学校，二
の丸に相当する箇所に武徳殿と教育参考館と
図書館，三の丸に旧制中学校がある。「武徳
殿」とは，第二次世界大戦以前には特に盛ん
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であった剣道修練のための施設である。大手
橋をわたった外周部にも巡査教習所という教
育施設が見える。
「軽井澤と附近鳥瞰圖」（図―６）を詳細
に見ると，「夏季大學」という避暑地にふさ
わしい名称の駅がある。図の中央に洋風建築
と思われるクラブハウス「軽井沢ゴルフ倶楽
部新リンクス」が建つ。ゴルフコースとして
は２番ホールの数字が脱落しているものの，１
から８までのコース順がよく理解できる。こ
のうち４番と８番ホールは，敷地内を流れる
川を跨いでいる。
四国の「高松屋島名所圖繪」（図―７）中
に「武徳會支部」なる建物がある。武徳会は
前述した各地の武徳殿を有していた全国的な
組織である。このほか鳥瞰図には，実に多く
の教育施設，厚生施設が盛り込まれている。
中學校，女學校，小學校，病院，ラジウム温
泉などである。
九州佐賀県の唐津市鳥瞰圖裏面「西ノ濱海
水浴場」（写真―４）を見ると大規模な桟橋
が見て取れる。当時の日本人が享受していた
健康なサマースポーツの一場面を窺い知るこ
とができよう。図―８に掲げる「林田温泉鳥
瞰圖」とは鹿児島県鹿児島市内のい標高に
位置する場所である。同鳥瞰図の裏面には
［大浪池のスケートリンク］ 大浪池は
海抜一千四百二十米の高地であるから従
て氣温も低い，酷寒の候は零下七八度に
下り，池の水面は凍結して壯觀を極める，
南國の北國あるかなと不思議の感に打た
れるであらう。氷の厚さは毎年一尺以上
に達するを常とするから將來一大スケー
ト場として種々の施設が考へられるに至
つた（中略）毎年スケート競技會でも開
写真―２ 遊戯場内部（花巻温泉圖繪裏面より）
写真―１ 第一スキー場（花巻温泉圖繪裏面より）
写真―３ テニスコート（花巻温泉圖繪裏面より）
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図―４ 花巻温泉圖繪（部分）
図―５ 水戸市鳥瞰圖（部分）
図―６ 軽井澤と附近鳥瞰圖（部分）
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表－２ 金子常光作品鳥瞰図
表－３ 金子常光と他の絵師の合作
鳥瞰図名 描かれた場所（都道府県・市町村） 発行年
網走町大観 北海道網走市 昭和１１年
工都室蘭 北海道室蘭市 昭和９年
景勝の洞爺湖温泉 北海道虻田郡洞爺湖町～有珠郡壮瞥町 昭和１２年
會津東山温泉若松市及附近圖繪 福島県会津若松市 大正１５年
草津温泉圖繪 群馬県吾妻郡草津町 昭和３年
東京山手急行電鐵線路圖 東京都 大正１４年
新潟電鉄沿線案内 新潟県新潟市から新潟県燕市 昭和８年
黒部峡谷と宇奈月温泉 富山県黒部市 昭和５年
靜岡清水遊覧案内 静岡県静岡市 昭和２年
國立公園富士登山と展望御殿場口 静岡県御殿場市 昭和６年
観光の和歌山 和歌山県和歌山市 昭和１０年
出雲大社御案内 島根県松江市～島根県出雲市 昭和７年
高松屋島名所圖繪 香川県高松市 昭和初め頃
北九州鉄道沿線名所案内 福岡県福岡市～佐賀県伊万里市 昭和１０年
筑前名所圖繪 福岡県福岡市 大正１３年
佐賀市 佐賀県佐賀市 昭和７年
景勝の大分縣 大分県 昭和９年
竒景絶勝耶馬溪は呼ぶ 大分県中津市 昭和８年
神都千穗峽案内圖繪 宮崎県西臼杵郡高千穂町～宮崎県延岡市 昭和５年
観光とまぐろの港油津 宮崎県日南市 昭和１１年
鳥瞰図名 描かれた場所（都道府県・市町村） 発行年
空知大観 北海道深川市～北海道岩見沢市 昭和初め頃
花巻温泉圖繪 岩手県花巻市 昭和３年
伊豆温泉巡り 静岡県熱海市～静岡県下田市 昭和１２年
観光の和歌山 和歌山県和歌山市 昭和９年
伸び行く延岡市 宮崎県延岡市 昭和１０年
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表－４ 吉田初三郎・金子常光以外の鳥瞰図
鳥瞰図名 描かれた場所（都道府県・市町村） 発行年
根室千島鳥瞰圖 北海道根室市 昭和９年
観光の小樽 北海道小樽市 大博覧会
阿寒大雪山國立公園と帯廣市 北海道帯広市～北海道川上郡弟子屈町 昭和１０年
北見案内 北海道北見市～北海道紋別市 昭和６年
本道二大國立公園阿寒及大雪山鳥瞰圖 北海道北見市～北海道川上郡弟子屈町 昭和１０年
國立公園十和田湖 青森県十和田市～秋田県鹿角郡小坂町 昭和１５年
宮古案内 岩手県宮古市 昭和９年
秋田案内繪圖 秋田県秋田市 昭和２年
寺内町鳥瞰圖 秋田県秋田市 昭和１１年
石巻名所圖繪 宮城県石巻市 昭和初め頃
日本三景之一日本松島鹽竈繪圖 宮城県塩釜市～宮城県東松島市 大正１２年
松島灣全圖 宮城県東松島市～宮城県宮城郡松島町 昭和初め頃
松島全景 宮城県宮城郡松島町 昭和初め頃
松島略圖 宮城県宮城郡松島町 昭和初め頃
海の湯野濱温泉と其近 山形県鶴岡市 昭和８年
飯坂温泉案内 福島県福島市 昭和初め頃
會津東山温泉案内 福島県会津若松市 昭和初め頃
鹿嶋神宮名所圖繪 茨城県鹿嶋市 大正１４年
國立公園日光案内圖 栃木県日光市 昭和１２年
日光中善寺圖繪 栃木県日光市 大正１５年
塩原御案内 栃木県那須塩原市 昭和初め頃
塩原 栃木県那須塩原市 昭和８年
塩原名勝案内 栃木県那須塩原市 昭和４年
上信電氣鐵道沿線案内 群馬県高崎市～群馬県甘楽郡下仁田町 昭和４年
榛名の尓しき 群馬県渋川市 昭和初め頃
榛名の新緑と伊香保の湯 群馬県渋川市 昭和初め頃
伊香保名勝案内 群馬県渋川市 大正１３年
秩父觀光案内圖繪 埼玉県秩父市 昭和初め頃
大横濱土地案内繪圖 神奈川県横浜市 昭和６年
鎌倉江の島名所案内 神奈川県鎌倉市から神奈川県藤沢市 昭和９年
熱海箱根遊覧御案内 神奈川県小田原市～静岡県熱海市 昭和初め頃
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箱根遊覽案内 神奈川県足柄下郡箱根町 大正前半か
相州大山 神奈川県伊勢原市 昭和初め頃
甲斐名所案内鳥瞰繪圖 山梨県 大正１５年
甲州御嶽探勝の志るべ 山梨県甲府市 大正１４年
身延山詣と甲州名勝 山梨県甲府市～山梨県南巨摩郡身延町 昭和初め頃
軽井澤と附近鳥瞰圖 長野県北佐久郡軽井沢町～長野県小諸市 昭和６年
浅間登山案内 長野県北佐久郡軽井沢町～長野県小諸市 昭和２年
善光寺附近名勝案内 長野県長野市～長野県上田市 昭和初め頃
戸倉温泉案内 長野県千曲市 大正前半か
北陸の温泉と名所案内圖繪 富山県黒部市～福井県福井市 昭和７年
富山市主催日満産業大博覧会鳥瞰圖 富山県富山市 昭和１１年
風光の氷見町鳥瞰圖 富山県氷見市 昭和１１年
石川県温泉案内 石川県 昭和１０年
金澤電車案内 石川県金沢市 大正９年か
金澤市鳥瞰圖 石川県金沢市 大正１３年
金澤市郊外湯涌温泉 石川県金沢市 昭和１０年
加賀片山津温泉御案内 石川県加賀市 昭和初め頃
日本第一和倉温泉案内 石川県七尾市 大正後半か
参拝團各位御優待ふ久ゐ 福井県福井市 昭和初め頃
伊東温泉眺瞰圖 静岡県伊東市 昭和２２年
箱根伊豆體錬行路案内圖 神奈川県足柄下郡箱根町～静岡県伊豆半島 昭和１９年
定光寺全景圖繪 愛知県瀬戸市 昭和４年
詩の國南知多 愛知県知多半島 昭和初め頃
美濃電鉄沿線御案内圖繪 岐阜県岐阜市～岐阜県美濃市 昭和初め頃
岐阜名所圖繪 岐阜県岐阜市～岐阜県大垣市 昭和４年
躍進ノ津市名勝史跡遊覧観光圖 三重県津市 昭和１２年
伊勢参宮朝熊鳥羽二見案内圖 三重県伊勢市 昭和初め頃
参宮の栞 三重県伊勢市 昭和初め頃
大津市大觀 滋賀県大津市 昭和初め頃
京都遊覽案内圖 京都府京都市 昭和初め頃
愛宕電車沿線案内 京都府京都市 昭和初め頃
天橋立名所圖繪 京都府宮津市 昭和２年
日本三景天の橋立 京都府宮津市 昭和１５年
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天の橋立遊覽案内 京都府宮津市 昭和初め頃
加悦鉄道沿線案内 京都府宮津市～京都府与謝郡与謝野町 昭和初め頃
奈良生駒ゆき電車線路案内 奈良県奈良市～大阪府大阪市 昭和初め頃
南海沿線名所案内図 大阪府大阪市～和歌山県新宮市 昭和１１年
靈蹟高野山案内新圖繪 和歌山県伊都郡高野町 昭和７年
最新高野山圖 和歌山県伊都郡高野町 昭和７年
出雲まゐり 鳥取県米子市～島根県出雲市 昭和初め頃
隱岐遊覽案内 島根県隠岐郡隠岐の島町 昭和５年
長門探勝豊浦溪谷 山口県下関市～山口県長門市 昭和９年
須佐湾全景図 山口県萩市 昭和３年
瀬戸内海 大阪府大阪市～大分県別府市 昭和２年
香川縣名所鳥瞰圖（屋島・壇の浦・栗林・金刀比羅・小豆島） 香川県小豆郡小豆島町～香川県仲多度郡琴平町 昭和初め頃
琴平鷲羽山觀光航路 香川県高松市～香川県仲多度郡琴平町 昭和１１年
金刀比羅宮と善通寺御案内 香川県高松市～香川県仲多度郡琴平町 昭和初め頃
讃岐金刀比羅宮神域 香川県仲多度郡琴平町 昭和初め頃
讃岐名所圖繪 香川県高松市～香川県仲多度郡琴平町 昭和４年
金刀比羅宮御境内及其附近 香川県高松市～香川県仲多度郡琴平町 昭和４年
博多御案内図繪 福岡県福岡市 昭和初め頃
雲仙 長崎県雲仙市 昭和１３年
阿蘇案内 熊本県阿蘇郡南阿蘇村 昭和初め頃
大阿蘇案内 熊本県阿蘇郡南阿蘇村 昭和初め頃
宮崎の参宮と觀光の栞 宮崎県宮崎市 昭和初め頃
宮崎名勝遊覽バス案内 宮崎県宮崎市 昭和初め頃
觀光南九州案内 宮崎県延岡市～鹿児島県枕崎市 昭和初め頃
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図―７ 高松屋島名所圖繪（部分）
図―８ 林田温泉鳥瞰圖（部分）
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いたら（後略）
と新しいスポーツ振興の可能性を示唆してい
る。
む す び
本稿では今後継続していく計画である研究
の導入部として，資料の全体像を把握するこ
とを主眼とした。資料としては日本全国にわ
たっている。このため地域的にも，また季節
的にもサマーシーズンのみならずウインター
スポーツをも注意して包含した。
今後の基礎的研究の中には当然さまざまな
鳥瞰図絵師たちの生涯と画業が盛り込まれる
べきであるが，本稿では生涯スポーツ学部の
研究紀要であることを意識した。したがって
美術史的な調査研究と論考は，次回以降の別
稿に譲ることとした。今後の研究計画に対す
る御指導・御指摘を賜りたく考えている。
写真―４ 西ノ濱海水浴場（唐津市鳥瞰圖裏面より）
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